
≪様式－２≫

１． ： － － － －

２． ：

３． ：

４． ：

５． ：

６． ： まで

７． ：

８． ： φ mm 管 〔 　交差 ・ 平行 ・ その他 （ ）〕

９． ：

対象下水管の離隔について

（１）． φ mm cm

（２）． φ mm cm

（３）． cm

　その他

※

１０． ：

１１． ：

上記のとおり協議したことを確認します。

断面 において平行する下水管 については、離隔

断面 において交差する下水管 については、離隔 以上確保すること。

すること。

断面 において平行する既設マンホールについては、マンホール外面より離隔 以上確保

工 事 概 要

対象下水管

特 記 事 項

ＴＥＬ

０６－６６１５－６２６０

工 期

調 整 番 号

協議年月日

企 業 体 名

工 事 名 称

工 事 場 所

以上確保すること。

設計・施工協議受付

：

管径： 管種：

設　　計　　・　　施　　工　　協　　議　　書

関係管路管理センター

管路管理センターと立会することとし、試験掘後に施工協議を行うこととする。

（２）．管路管理センター 管路管理センター（１）．

なお、試験掘の際は

～　　　　　年　　　月　　　日　

　　　　　年　　　月　　　日　 ～

企業体名 年

氏　　名

Ｔ Ｅ Ｌ

建設局下水道部施設管理課(許認可窓口)

Ｔ Ｅ Ｌ

氏　　名

発　　注　　者

請　　負　　者

下水道管理者

協 議 確 認

ＴＥＬ

氏　　名

Ｔ Ｅ Ｌ

月 行政区 調整番号

　　　　　年　　　月　　　日　
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対象下水管の離隔について

φ mm cm

φ mm cm

φ mm cm

φ mm cm

φ mm cm

φ mm cm

φ mm cm

φ mm cm

φ mm cm

φ mm cm

cm

cm

cm

cm

cm

　その他

設　　計　　・　　施　　工　　協　　議　　書
設計・施工協議受付

以上確保すること。において（　交差　・　平行　）する下水管

断面 において（　交差　・　平行　）する下水管 については、離隔

断面 については、離隔

以上確保すること。

以上確保すること。

断面 において（　交差　・　平行　）する下水管 については、離隔 以上確保すること。

断面 において（　交差　・　平行　）する下水管 については、離隔

については、離隔 以上確保すること。

断面 において（　交差　・　平行　）する下水管 については、離隔 以上確保すること。

断面 において（　交差　・　平行　）する下水管

断面 において（　交差　・　平行　）する下水管 については、離隔

以上確保すること。

断面 において（　交差　・　平行　）する下水管 については、離隔 以上確保すること。

断面 において（　交差　・　平行　）する下水管 については、離隔

以上確保すること。

以上確保すること。

以上確保すること。

１２． 断面

３．

２．

１．

５．

６．

７．

断面 において平行する既設マンホールについては、マンホール外面より離隔

４．

８．

９．

１０．

１１．

断面 において（　交差　・　平行　）する下水管 については、離隔

１４． 断面 において平行する既設マンホールについては、マンホール外面より離隔 以上確保すること。

以上確保すること。

１３． 断面 において平行する既設マンホールについては、マンホール外面より離隔 以上確保すること。

において平行する既設マンホールについては、マンホール外面より離隔

１５． 断面 において平行する既設マンホールについては、マンホール外面より離隔 以上確保すること。
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設　　計　　・　　施　　工　　協　　議　　書
設計・施工協議受付


